







































ⅩY型の異方性 (7=1,0_<6<1)の場合,およびIsing型 の異方性 (o_<･Y<1,6=1)の場
合を考える.さらに,Nは偶数であるとし,以下で,Jlの絶対値に対するJ2の比をjと
おく(3'=J2/Jll)･
与えられたⅣ の値に対 して,(1)式で与えられる-ミル トニアンγ に相当する行列
〟
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0･2 ) 0･4 甜
図3(左図)A(…)/(Jl+J2)の )'依存性.









08Ttrins≡ NILmJ a(N/2;N), (5)
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